
マーラー：ピアノ四重奏曲（断片） 

 マーラーの現存する唯一の室内楽作品。ウィーン音楽院在籍中、15歳（16歳という記述

もある）のマーラーが書いた習作。初演は、1876 年 7 月 10 日、マーラー自身のピアノで

行なわれた。「速過ぎずに」という指定があるソナタ形式で、第 1主題、第 2主題、提示部、

展開部、再現部、コーダという（教科書どおりの）形式を採用している。テーマの創作法、

下降音階と半音階的な書法への愛好など、ブラームスからの影響が指摘されているが、聴

こえてくる音楽は、チャイコフスキーやドヴォルザークを連想させるスラヴ的哀愁に満ち

ている。 

 まずピアノがテーマの断片を奏で、そこに弦楽器が加わりながら徐々に全体が形作られ

ていく。弦楽器のバランスは圧倒的にヴァイオリン優位のスタイルで、コーダのヴァイオ

リンによるカデンツァでは、陰鬱な楽想が連綿と歌われる。 

 

シューマン：ピアノ四重奏曲 

 ピアノ曲、歌曲、交響曲と創作の対象を変えてきたシューマンが、本格的に室内楽に取

り組んだのは 32歳のとき。1842年は「室内楽の年」とも称され、3曲の弦楽四重奏曲、ピ

アノ五重奏曲に続いて、最後に作曲されたのがこのピアノ四重奏曲である。1843年 4月 5

日に私的な場で初演された後、公開初演は翌 44年 12月 8日に行なわれた。クララのピア

ノ、ダヴィッドのヴァイオリン、ゲーゼのヴィオラ、ヴィットマンのチェロという錚々た

る顔ぶれが舞台に上がった。 

 変ホ長調の第 1楽章は、基本的にはアレグロ楽章だが、冒頭に 12小節の序奏がある。こ

の序奏ですべての楽章のモチーフが予告される書法は、ベートーヴェンの後期弦楽四重奏

からの影響が指摘されている。序奏は展開部直前でも繰り返される。第 2楽章は変ロ長調。

2 つのトリオをもつスケルツォ楽章だ。アンダンテ・カンタービレの第 3 楽章は、ロマン

的情感に溢れた変ロ長調。チェロが C弦を全音低く調弦する。第 4楽章は変ホ長調のヴィ

ヴァーチェ。3つの主題をもつソナタ形式を、創意に満ちたフガートが縦横に駆け巡る。 

 

ブラームス：ピアノ四重奏曲 第 1番 

 1855年ごろ着手され、1861年秋に完成された、ブラームス 20代後半の作品。初演は 1861

年 11月 16日にハンブルクで行なわれ、クララ・シューマンがピアニストを務めた。 

 第 1楽章はト短調のアレグロ。ほの暗い叙情に満ちた第 1主題と輝かしい第 2主題によ

るソナタ形式。激しい情熱を感じさせつつテーマを徹底的に展開・構成していく様は、若

きブラームスの面目躍如たるところ（この主題展開に感動したシェーンベルクは 1937 年、

全曲にオーケストレーションを施した）。「間奏曲」と題された第 2 楽章はハ短調のスケル

ツォ。流麗な主部に快活なトリオが挟まれている。第 3 楽章は変ホ長調、アンダンテ・コ

ン・モート。穏やかで叙情的な旋律美とリズミックかつヒロイックに高揚する中間部の対

比が鮮やか。「ジプシー風のロンド」と題された第 4 楽章はト短調のプレスト。1869 年に

出版されて大ヒットした「ハンガリー舞曲集」の数曲は、本曲と同時期に書き進められて

いたのだ。カデンツァ後の盛り上がりが凄まじく、嵐のような熱狂とともに曲を閉じる。 


